


























































































偽って伊奈市へ一切の炭・薪を出すことは厳禁だと触れまわったので、伊奈市に出荷されず、迷惑しているという内容である。しかし五日市は訴訟に勝利し、生産者のいる山方にも五日市が近い利点も働いて、五日市の優位が続いた。そ 後、さら 五日市村の番所が秋川流域から出荷する炭から炭運上を徴収す こと よって、市場の地位をより高めた。そ 後も同じく であ 養沢村（現在の東京都あきる野市養沢）が、炭を安値で買いたたかれて穀物を高く売られた事など 理由に伊奈市へ 荷を出す許可 求める嘆願書が出されたり、伊奈市再興の訴訟が評定所に持ち込まれ りしたがいずれも五日市側が有利な裁決を得た。その後も度々訴訟が起きており、近世の 周辺地域では地域間の対立関係が続いていたことがわかる。明治になって炭運上の制度は廃止されたが、檜原村・養沢村・戸倉村（現在のあきる野市戸倉）など生産者の村々は、五日市の炭問屋が炭運上に類似した方法 存続 求め 運動しているので、勝手に売りさばけるよう てほしいと請願書を提出してい
六六
る。幕末に、世直し一揆の撃退や治安維持のためにつくられた組合村の制度などでは五日市周辺地域の協力もみられ が、地域間対立が以後完全に消えたわけではなく、明治時代に入って五日市村内の字同士ですらも市場権をめぐって村内紛争が起きていた。 は五つの字（番場・上宿・中宿・下宿・大下宿）から成り立ち、中・下宿の二つの字が近世以来、市場設立を許されていたが、上宿などが市場設立を求めて一八七三年に神奈川県庁に再三訴え、中・下はこれに反発したも の、最終的に五つ全ての字が市場設立を許された。 うした地域間 対立構造が、五日 では続いていたこと前提として抑える必要がある。　
このような経緯を持つ五日市に、学芸講談会は誕生したのである














































































が学芸講談会名主になった時 十六歳の若さ り、中村正直 同人社で んだ経歴を持ってい と いえ、家柄の力が就任の背景にあると考えるべきである。す わち、旧来の地域社会 の階層構造が講談会に反映されているのである そしてこうした活動 結果、
六八









































































































































































































なる啓蒙の必要性を説いている。しかし、このように、民衆の「無智無力」を指摘した千葉が、その一方で、民情を重視し、かつ自らが一人で編纂した憲法においてまで、自らの見解とは異なる 学芸講談会での議論を取り入れていると うことは重視すべきであ と考える。　
千葉は、もともと五日市地域の出身ではなく、他所から五日市に








































































































































































































































































































































































































































































第二巻』 、 「顕猶社設立届出について報じる記事」一四三頁） 。
（
51）  『東京横浜毎日新聞』一八八二年七月十八日（前掲『武相自由民権史料集　第二巻』 、 「顕猶社の解散を報じる記事」一四四頁） 。
（
5（） 



















































































71）  『自由新聞』 一八八三年十月十六日 （前掲 『武相自由民権史料集
　
第二巻』 、
「八王子広徳館の設立開業式を報じる記事」一二八頁） 。
（
7（） 
前掲『武相自由民権史料集
　
第二巻』 、 「八王子広徳館開館についての林
副重の深沢権八宛礼状」一二九頁。
五日市学芸講談会と地域社会
七九
（
73） 
前掲『武相自由民権史料集
　
第二巻』 、 「多摩講学会法則」一二五頁。
（
74） 
前掲『武相自由民権史料集
　
第二巻』 、 「静脩館の「緒言」と「静脩館規
則」二一八頁。
